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1 月18 日（土）・19 日（日）の共通テストまで残り60 日を切りました、3 年生の中には、不安を感じている人も少なくないと思います。

ただ、焦っても、仕方ありません。また、諦めてしまっても、自分の成長した姿を見ずに終わってしまいます。「現役生は試験当日の朝まで伸び

る」と言われますが、大切なのは「やるべきこと」をコツコツと積み上げていくことです。では「今、やるべきこと」とは何でしょうか？ 

（１） 「基本問題」の正答率アップ ・ 「理」「社」「情報」の追い込み！   

    共通テストは、決して難問ではありません。また、難問があったとしてもそれは誰にとっても正解しにくいものです。大切なのは、基本

問題での失点を最小限に抑えることです。よって、これまで使用してきた問題集や模擬試験の解き直しをしながら、基本問題の完成度を高

めていくことが肝要です。また、これから最も伸びが期待できるのは、取り組んできた時間が少ない理科や地歴公民や情報です。受験予定

校の配点を睨みながら、即効性の高い科目の対策時間を確保しましょう。勿論、配点が高い国数英の対策も疎かにしてはいけません。 

（２） 「過去問演習」で出題傾向を知るとともに、時間感覚をつかむ！   

今年度の受験は新課程元年ですが、共通テストの傾向が大きく変わるわけではありません。ましてや、私立大学の一般受験は毎年ほぼ同

じ傾向です。過去問を継続的に解いていくと類問の存在に気がつきます。さすれば対策方法も見えてくるはずです。また、試験本番では、

時間管理も重要になってきます。過去問演習の際には、大問の順番も自分なりに工夫しながら、毎回、時間を計って取り組みましょう。 

（３） 年内までに、出願先の組合せパターンを考えておく！ （国公立：前期＋後期）（私立：挑戦校＋現実校＋安全校）   

   自己採点が終わった後の日程は、本当に慌ただしいです。私立大学の一般受験や国公立大学の二次試験対策に集中するには、出願先を考え

ている暇はありません。また、多くの私立大学の出願締切は共通テストの前日です。よって、国公立大学なら、共通テストで、①目標点が取

れた場合・②目標点を少し下回った場合・③目標点を大きく下回った場合の３つのパターンに分けて、前期と後期（中期を含む）の組み合わ

せを考え、私立大学なら、①挑戦校・②現実校、また、浪人を絶対避けたいなら③安全校を加えて、出願先を決めておくことが大切です。 

（４） 受験スケジュールの策定と宿泊先の早期予約 ・ 調査書発行依頼の提出と出願手続き  

出願先が決まったら、経費や対策を省くことのできる共通テスト利用型や得意科目を活かせる受験型や受験会場や日程の重複等を考慮し

ながら受験スケジュールを策定し、宿泊先の確保を早めにしましょう。最後に、あくまで出願は自分自身で行います。現在はweb 出願が主

流ですので担任が願書をチェックすることはできません。出願や入学の手続きは、保護者の方の協力を得て複数の目で確認しましょう。 

 

 専門分野の講義を通して、探究活動の基盤となる知識を身につけるとともに、知的好奇心の高揚を図 

り進路意識をより明確にする目的で、10 月25 日(金)、各分野の専門家の先生を大学から「大学講義」 

を開催しました。以下は、2 年生諸君の感想です。有意義な講義であったことが伝わってきます。 

（１） 福島大学 人間発達文化学類   鶴巻 正子 先生 「 子どもを伸ばすための指導法 」 

（２） 福島大学 経済経営学類   佐藤 英司 先生 「 市場経済における消費者保護 」 

（３） 東北大学 文学部   甲田 直美 先生 「 色彩名称から世界の言語を見てみると 」 

（４） 国際教養大学 国際教養学部   Kyle SHUTTLEWORTH 先生 「 自動運転の倫理 」 

（５） 会津大学 コンピュータ理工学部   大竹 真紀子 先生 「 SLIM の月面へのピンポイント着陸の成果 」 



（６） 福島県立医科大学 保健科学部   曽根 稔雅 先生 「 リハビリテーションのスペシャリスト 」 

（７） 山形大学 工学部   成田 克 先生 「 スマホを、もっと小さく、もっと速く、もっと省エネに 」 

（８） 岩手大学 農学部   畠山 勝則 先生 「 ゲノム編集と農業 」 

社会が求める人間像や自らの将来の職業について考えを深め、進路意識を高める目的で、11 月8 日(金)、 

郡山市近隣の事業所様より各分野の講師をお招きし、「職業観育成講話」を開催しました。以下は、１年 

生諸君の感想です。講師の先生の内４名は本校OG の方でした。卒業生の活躍を改めて実感しました。 

（１） 【 建設 】 矢田工業株式会社    成田 英樹 様 

（２） 【 情報 】 福島コンピュータシステム株式会社    庄司 康平 ・ 会田美由紀 ・ 阿蘇あかり 様          」 

（３） 【 製造 】 AGCエレクトロニクス株式会社    朝倉 哲 ・ 大内 賢眞 様 

（４） 【 金融 】 郡山信用金庫    星 浩史 ・ 志田 典子 様 

（５） 【 流通 】 株式会社ヨークベニマル    木村 祥子 様 

   

（６） 【 法曹 】 井上雄光司法書士事務所    井上 雄光 様 

   

（７） 【 運輸・観光 】 郡山観光交通式会社    山口 松之進 様 

   

（８） 【 国際支援 】 二本松青年海外協力隊訓練所（JICA二本松）    山﨑 将樹 様 

  

（９） 【 行政 】 福島県職員（本校事務職員）    橋本 紗希 ・ 延山 香織 様 

   

全体として国公立大学を志望する生徒が多くいますが、学年を経

るごとに減少していく傾向があります。また、進路希望に比して、

家庭学習時間が十分に確保されているとは言えません。理由として

は「やる気が出ない」という回答が最も多くありました。早い段階

で進路意識を明確にすることで、学習に対するモチベーションを向

上させていくことが望まれます。

進路希望 1年 2年 3年 学習時間 1年 2年 3年
国公立大 78.9 76.9 57.7 4h以上 0.0 0.4 8.5
私立大 16.3 17.3 31.2 4h未～3h上 2.6 1.7 26.9
国公立短大 0.0 0.0 0.4 3h未～2h上 10.3 16.6 43.2
私立短大 0.0 1.3 3.0 2h未～1h上 41.0 47.2 16.7
高等看護 0.0 0.9 4.3 1h未満 23.1 22.7 4.3
専門学校 4.8 3.1 3.0 試験時のみ 23.1 11.4 0.4
就職 0.0 0.4 0.4 合　　計 100 100 100
他・未定 0.0 0.0 0.0
合　　計 100 100 100
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